
  食 育 だ よ り
　　　　今月の目標　： 郷土の食べもの・給食について知ろう

「正月」は、幸せや豊作をもたらすその年の神様を迎える年中行事として昔からお祝いされてきました。

　おせち料理には年神様をおもてなしし、そして共にいただくものとして、さまざまな意味や願いがこ

められているのです。また雑煮は、家庭や地域によって、おもちの形や味・材料などに違いがあります。

こういった、行事やお祝いの日に食べる特別な料理を「行事食」といいます。

１月の給食では、おせち料理に関係する食材や料理を取り入れていますので味わってみてください。

　　　～おせち料理にこめられている意味を知っていますか～
　　　　　黒豆・・・・・・・「まめ」は丈夫を意味していて、健康に暮らせるようにという

　　　　　　　　　　　　　 願いがこめられています

　　　　　田づくり・・・・かたくちいわしを肥料として田畑にまいて豊作になったこと

 　　　　　　　　　　　　　から、五穀豊穣の願いがこめられています

　　　　　こぶ巻き・・・・よろ「こぶ」の言葉にかけた縁起物です

　　　　　数の子・・・・・・にしんの卵はたくさん数があることから、子孫繁栄の願い

　　 　　　　　　　　　　　がこめられています

　　　　　えび・・・・・・・・えびのように、腰が曲がるまで長生きできますようにという

　　　　　　　　　　　　　　願いがこめられています

　　　　　きんとん・・・・・漢字で「金団」と書き、黄金色の小判に見立てて、豊かな

　　　　　　　　　　　　　　一年を送れるようにという願いがこめられています
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